







すべてのあの星々を 何故なら 如何に 如何に 如何にしてこれらを忘れることがあ
ろうか
いわばここから、このような感慨を背景として、リルケは人間（詩人）の 使命
（ ） ）を想いながら 一度限り （ ））のこの世の生存へと向かう。
マラルメの この地上のオルフォイス的解明 （ ））も
夏の夜々、地上の星々
─リルケ、マラルメ論考─



























































て、普通とは 逆 （ ）に、 意味があるとすれば その意味は 語自体の内部の蜃
気楼によって喚起される （ ）ものであるこ
と（ただ ポエジーの含有量のためにその反対の状態になっている ようであることをマラ
ルメは認めている）。更に、カザリスの要求通り充分 造型的 （ ）とはゆかぬ
が、それでも出来得る限り 白と黒 （ ）で、 夢と空虚に満ちたエッチングで





















（初稿の ）や炎（ ）から心中に浮かんだ 黄金 （ ）あたりを中

































空虚を抱えて スティクス に 涙を汲みに出かけ る姿は正に象徴的であろう。この非在
の、虚ろな空間はむしろ、既にその心の寓意と見做すべきものである。
そして謎の語“ ”は“ ”と韻を踏み、“ ”と同格
に置かれて、虚無を蔵し虚無を 誇りとする （ ） この唯一のも








） 編“ ”， ではコンマなし、 でなく （
）となっているが、実質的意味内容に変わりはない。
に、個の意識の喪失に到る行程ともとれ、こうして主体として 非人称 （ ））
となり、詩として空虚そのものとなった時に、そのいずれをも象徴する 鏡 は初めて星影
を くっきりと映す （ ）ということにもなるのである。たとえこの星座も 闇が













れる。それは 戯れ （ ））かも知れないが、少なくとも 優れて文学的な戯れ （
））であり、特別の意味を持った 至高の戯れ （ ）








側 （ ）） 音楽の沈黙（……）その数学的裏面 （
（…） ））等々 不可視 の領域を 全き世
界 （ ））を指し示すために詩の中に導き入れるべく想いを凝らしていた中で、そ
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のような 眼に見えない （ ））また 言い得ない （ ））世界の表現
を、普通の言葉のレヴェルを超えた詩語の精錬と構成の裡に可能としている、少なくとも可
能とし得る詩人としてマラルメに言及している事実がことを証している。それは 年 月













つは又、当時の切実さと、 悲歌 ソネット 後の、このフランス詩の、いくらかの余裕と、なおその上
で 今や更に正確に見定めた詩作の目標、即ち、その質や奥行きと、又それを表現し実現すべき詩語の
より精密なあり様の思索とを加え深めながら、なお飽くことなき探求心を示していて、リルケ読者として
























き、他方にまた 抒情的総括 （ ））の表現などを助けとしてリルケの 悲
歌 （ ） ソネット （ ）の表現の中枢を考えな
がら改めて評価して見たいと思う。
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） …
）ドマン版 詩集 の書誌、

























またここで、マラルメが “ ”とはピアノのことですか とのルコン・ド・リール
（ ）の問いに答えて述べたという、大略 “ ”に対する韻 が見つから
なかったので 新しい楽器（ ）を創った 存在しない
（ ）から新奇（ ） なのだし、また 韻を踏むから良く反響する（
） が、それでも 存在したことがない（ ）から やはり














































































して意識され続けるとき、 フェニクス ─ スティクス の、謂わば永遠と消滅、黄金の
炎と深い忘却の暗黒との対立イメージを軸とした生成展開の動きの中で、 無いプティクス
（ ） 廃止された響き良き空虚の骨董品 （ ）などと





“ ”のフランス語版“ ”はドイツ語“ ”と同音だが、後者は“ ”（無）の
話語である。この“ ”というドイツ由来の語が妻マリアの存在から発しているというの
は無理のない推測だが、彼女との結婚を巡り、またその後の共同の生活の中で、幾度彼女の
口をついて出てかも知れぬドイツ語の なんでもない 大丈夫 別に 何も 等々の意







てもまこと心楽しい 想像 である。 現実 には存在せぬ（ ） 虚妄 と
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る。この点、 今までの全ての解釈者が太陽の同義語ととっている フェニクス なる語は
明らかに 卓越した人 という、どんな辞書にも載っている比喩的な意味を持っているが、
しかもその際、その伝説上の語義のいくらかを保持し続けている というチャドウィックの

































明るい 夜 （ ）の、しかも、更にその感を増す 音を加えた 真夜中 （ ）に
よって、暗黒を背景に輝く星々の鮮やかな印象が最後の七連星の 煌めき （ ）
に甦るのであるが、 苦悩 は 夢 を フェニクス に焼き尽くされながら、しかもなお
力の限りを尽くして（それ故に“ ”や“ ”、また“ ”などの
不安 ではなく 苦悩 “ ”である）その可能性を保持し続けようとする。 燈火















に築いていて、消えた太陽（ フェニクス）の 火 は 一角獣 の吹きかける 火 であ
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えた曇り 、に重ねられながら次行（ 行目）の 忘却の中 （ ）に、そしてそ
こでの出現の意味に生かされている。マラルメが書簡の中で言及している 三つの脚韻 は
明らかにこの二つと“ ”であり、この 瑪瑙 は易々と光の形象となってフェニクス
太陽の系列に（但しこの詩では太陽と夢と瑪瑙の関係はやや煩雑な回り道を経ているが）
従属してしまうだろうし、その上で“ ”が位置的にも直接“ ”と一先ず関連しつ
ついわば 夢 を蔵するものとして“ ”を反映する。“ ”は七，八行目では 泪
を汲む ためのものであり四行目の （焼かれた夢の）残滓を収める 納骨用のアンフォ
ラ として、また六行目の よく響く空虚の 廃された骨董品 、八行目 虚無が誇りとす



















） 年 月 日付 宛書簡等。
これもだめと、ただ否定するだけではもちろん何も残らない。その否定の構成と文脈の中
で、然るべき、いわばイメージ、マラルメの言い方ではイデーを浮かび上がらせる詩的配慮






側 、 自然の裏側 の世界は、ある意味（即ちリルケの実在の全一世界とは違った意味合い
でではあるが）こうしてマラルメの 詩 の中に捉えられる。マラルメ自身は無論、ただ
美 そのものを捉えんと欲するだけで、それが確実に唯一 存在 すると考えこそすれ、






みればこそ 呼吸よ、眼に見えぬ詩よ…… のソネット ）の言う如く、詩作品を作ること
なく 詩 を生きるということにもなるのである。方や、いずれ、同様に 書物 のパ







リルケは物質文明の、言葉もただの道具に過ぎない 現実 の奥の 真実 の世界へ進み
入り（或いはこの現実という言葉を実在に即したとでもいう高次の意味に使って、ある時リ
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） 年 月 日付 宛書簡。
） 年 月 日 宛書簡 芸術事物 を中心に芸術制作の関連での発言として、また、同人宛 年





美 も表現されるのではないだろうか。 宇宙精神 といい、 絶対 というものの反映と
しての 美 が。









清水徹、マラルメの 書物 、水声社、 年。
山中哲夫、明滅の詩学、愛知教育大学独仏文学論集 、 、 ．
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